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このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありがとうございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共 
に大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 
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安全のため に必ずお守りください _ 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使巧ずるために、必ずお守りいた 


だくことを説明しています。 

•ここに示した表ちは、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
たは乂がの危険び差し迫って生じることび想をされる内容を示していまず。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、 
または火がの可能性び想定される内容をおしています。 

A 注意に AUTION) 

この表示をお視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発生が想定されるの容を示しています。 


♦お守りいただく内容を、なの絵表示で区分しています。 


Q(§)® ® 

この絵表をは、「禁止 J さ 
れている内容です。 

AA 

この絵表示は、「注意」して 
いただ < 内容でず。 

〇 © 

この絵表示は、必ずして 
しすこだく「指示」内容です。 

I ♦説明文中の r お願い_!事項は、本機を誤りな<正しくお 
使いいただ<ための内容び記載されていまず。 


A を険 ( DANGER ) 

★ガソリン使用禁止 c ^， 滅^ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 ] 

少里の混入でを、火がの原因になります。 (1 


A 警告 ( WARNING ) 

1 ★換気お票 1 

•換気せずに使用しつづけないで<ださい。 \ ' 

酸素が不足すると、不完全燃巧し、一酸化炭素などび発生して中霉になるおそれびあります。/ J/fci 
また、乳細ちや呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 / 

•使用中は必ず1時間し1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してくだごい。 

窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 

1 © 

換気 

1 ★スプレー宙扇察！ 0 

スプレーあやカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 

熱で伍の圧力げ上がり、爆発し、危険でず。 

證^禁止 

★カーテン、可燃物近接厳禁 の广 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは、使用しないでください。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 \ 

ス1-ープの熱気で雇火して、乂がの原因になります。 レ13 

1 0 

禁止 

★衣類の乾燥厳禁 ^ 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 ^ 

乾燥ずるとストーブの熱気でゆれて落下し、火災の原因にな0ます。 £す 

国 

★落るとを消义 

寝るとをやが出ずるときは、必ず消火し、火び消えていることを確認してください。ち 
予想しない事故び発生ずるおそれびありまず。 /一ぶ^ 

舞。 

^ if 

女給油時消乂 

徹助ま、おず消乂し、ス1 ブの温度び充分に下びってからおこなってくださし、。 <5[遵_1 

火災の原因になります。 rfr 

盏〇 

^ 消火 

★可燃性ガス使点嚴禁 1 

ストープを使用している部屋で、可燃性ガスび発生ずるちの（ガソ1」ン、ベンジン、シ 

ンす一）や、スプレーを使用しないでください。 '"ろ 巧 

火がや故障の原因にな D まず。 ^ 


★やかんのせ禁止 汽 

やかんなどをのせないでください。 起で 
振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあ 二站 
ります。 < D 

1 0 

■i 禁止 


1 
















A 警告 (WARNING) 


★油漏れち験 

• 給油□口金は確実に締めてください。給油口□金を下にして、油漏れびないことを確かゆてください。 

給;'由口□金を斜めに締めたりすると、簡単に給;'由□□金びはずれて、义災の原因になりまず。 

•ミ由タンクから油び漏れる状態では絶巧に使用しないでください。义がの原因になります。 



A ま意に AUTION) 


★居室内給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってくださし、。 

火災のおそれびあ0まず。 

I を厮通測 

変質な油（持ち越した0油など）、不純な油け了油 lii かの油-水-ごみが混入した0油など）を使巧しな 
いで < ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下がらこよい、点火できない、火び消えない）の原因になりまず。 

[踊焼中-福禁祖 懲 

火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、範倒ずると火がになるおそれびあります。 

「去移動^運搬す玄と舌る注急 1 

•ストーブを移動する場合は、必ず;'肖火し、ストーブの温度び巧分に下びつてから、油タンクを取り出し、愼け 
ないぶうに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取 D はずして、油タンクを取り 
出し、油受けざらの巧油を必ず抜いてくだごい。運搬の途中にな油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。胃 

常時使届禁止 I 觸 

におい、すすの発生、がの色など異常燃焼を起こしたとさは I 使用しないでください。 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消乂してください。 

I 女！焼筒の巧を;?■割れ使用禁止 I 

燃焼筒のか筒（ガラス）が欠けたり、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼を起こしたり、すすび発生ずるおそれびあります。 

居车常燃焼の確霉 J 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上がりすざたり、燃焼筒がずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因になります。 

岳高忌部接觸禁止"] 分聲 

燃焼中や消火直後は、高温部、巧板（ストーブの上画）やガードに手など成れないようま意 
してください。 

やけどのおそ n びあります。 ___ ^^ 

I 去富雷を注意 I .肖 お 

点乂装置は、点火時に高電圧び発をしまず。点乂プラグに不用意にごわらないでください。 

感聖のおそれがあります。 I 

掃隨、点検•手入れをずるときは、必ず乾聖池を取りはずしてからおこなってください。 

射 薪1^爵 間あ"忘らない I 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あた0つづけると、低温やけどや脱水症巧になるおそれびあり 
とくに、幼いお子様やお年寄。、体の不自由なちや藏の方などの瞩房口ま充分に注意してくださし、。 

★ほこりの除去 I 

反射板、置台、製品内部のほこ口をときどき隙去してください。 

前板の下か5燃巧巧空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにを意してくだごい。 

ごみ' ほこりなどびつ まると、異常燃焼や火災の原因になりまず。 _ 

I ★対 震自動消 火 装置を作 動確認 I 

使田開始時と、使巧中は1箇月に1回な上、巧麗自數消火装置を作動させて確実に消火ずることを確かめてください。 
確実に消乂しないとをは使用しないで、すぐに修理してください。 


0 

禁止 

1を使巧しな 0 

禁止 

17 § 

。出し、酣 

タンクを取日 t 胃 W 
1びを0ます。_ 

三源 苗、ソ 

__ L 使用禁止 

こださし、。 0 

使用禁止 

7 〇 

' 9 ° 確認 

接細禁止 

讀 A 

~感電ま意 


A 

やけど注意 

指示 








き全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品（指定された部品）ぞ使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するお 
それびあります。 

★ 分解修理.改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでくださし、。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 

を媒 r 脱真ラィ布ろ一使用察正 

市販の触媒や脱臭フィルターをス I -ーブに取り付けたり、燃焼簡の上にのせたりしないでください。 
異常燃焼や乂がの原因になりまず。 

1 ★お子様やお年寄りのご佳届にミま意 1 

おモ様やお年寄0、体の不自由な方がお使いになる堤合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部へ 
の接娜によるやけど、愤溫やけどや脱水症状などについて周囲の人が巧分にま意してください。 

I ★イ呆管時ドしていただく巧 

• 長期間使用しないとを忍は保管するとをは、必ずむミ由を抜いて、驅油ケースから乾聖池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態ではな管しないでください。 

火災のおそれびあります。 

• しんの手入れ（から焼きク u — ニング）は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあります。 


★廃棄ずるとを 

ストーブを廃棄処分するとをは、必ず;'由タンク、油受けだら内の巧ミ由を振を取り、頸池ケースか5乾電 
池を取りはずしてください。 （14 ページ参照） 

灯油や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事なび発生するおそれびあ0ます。 


I ★巧の場所では使巧しなし、 I 

火がや予想でをない事故や故障の原因にな0ます。 

(■水平でをい斤3ま-定な場新;） 

• 傾斜した塌所や振動の激しいところでは、使用しないで 
<ださし、。 

巧禁自動消义装置が誤作動することびあります。 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してくだごい。 

•移動車両の中や、不を定な台の上で使用しないでくださ 
し)。転落した0、火災になるおそれびありまず。 

(庭炉などスト ーブが囲われる语所 ） 

• 腰おや押入れに入れての使用など、特殊な使い方をしな 
いで <ださい。 

义がの原因になりまず。 

(\ Wt ら~や 1 面気のをい磊兩 ) 

• 粉類や繊維を取扱5場所や遍室-養鶏場など、塵やほこ 
りのをい場所では使用しないでください。 

燃焼用空気（酸素）をおり入れる箇所び目づまり状態に 
な0、異當燃焼を起こすおそれびあじまず。 

( 温室-飼育 室 など人のいない 磊帝） 

• 使用環境の蜜化で、予測しない事故び発生ずるおそれび 
あ0ます。 


( 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外;) 


〇 

_指示 

分解禁止 

0 

使用禁止 

4 

〇 

指示 

〇 

指示 

0 

使用禁止 


•風のあたる場所や屋外では使用しないでく使用禁止 
ださい。がが出て危険です。掃除機の排気 
び当たらないよラを意してください。 

• 部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったりつ 
まずく場所で使用すると、転倒して事故や义災び起を 
るおそれがありまず。 

こ不を定な物をのせた袖を玄をで ） 

• 落下物により火災び起さるおそれがあります。 

(直 射曰巧のあたる場所 、 温度の高い場所 ） 

• 異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

• 油タンクの巧油びあ成れ出て乂がのおそれびありまず。 

(ち 燃性ガスの 発生ずる 場所、または たまる場戸を 

• 爆発や火災の原因になりまず。 ' 

雷美宮院、クリーニ / グ店などスプレーか悼辭 5 を使う場が ) 

•化学靈品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 
食性ガスの発生によ0金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因となります。 


★ 可燃物（木壁、合板、ふずまなど）と の 距離を離す 

•ストーブか6可燃物との距離は、ち図の指定切上の距離を保つよラ 
にして < ださし、。 

•ストーブ上方の棚などとの胆離は必ず1 miU 上あけてください。 

• 上ちの棚などからの落下物がないよラにしてください。 

• カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

•家具などからはち図の指定政上の距離をとってください。 

(熱で変おや変色、自然発火することがあります。） 



〇 




お願い （ Ncmc 口 


★口油の廃棄 • 订油の廃棄処分は、巧油をお買上げになった販売店にご相談ください: 


使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 


• が気に接する窓の下や壁面など、冷気の入ってくる場所にストーブを置くと、冷気がストーブで 
暖められて上昇巧流しますので、お部屋の温度のムラびがなくなり、効果的な暖房がでをます。 
(ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。） 
• お部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、お部屋の温度のムラびよりかなくな0、 
効果的に暖房びでをます。（このとさストーブには直接風をあてないでください。） 



各部のなまス 



点乂フラグ 


しん調節器 


しん保持商 


点义装 ！ B 


油タンク 
にぼれま撞付） 


が筒 
(ガラス） 


燃照窗 


トョ瞧 U / u | / ガイドピン 


しん調節器 
パツキン: 

しん亲内陆 
油受けざら/ 


曾給ミ由ロロ金 


油受け 


/ハンドルジク\ \ 。 

感巧部/ - — \_レ_ ングジ/\ン 

--ごま意- 

耐熱しんに、な油の燃えかず（夕ール）びを量に付着しまずと、しんび下び5な<なつたり点义しにくくなつたり 
します。14ぺージ rfe 管 I 9 I しんの手入れをずる I を参照して、しんのか5焼きクリーニングをしてください。 


油里計 






















使用前の準備 


ス I ブを取り出ず 


包装箱に表示してある r 包装の内容」をごらんになつ 
にラえで、包装箱から包装材などを取り除を、製品 
を傷付けないよラに取 D 出してくださし、。 

-お願い- N 


ま可燃物でずか5、必ず取り除いてください。 _J 

2 ガ—ドのち下すみをかし持ち上げて手前に引を、ガ 
ー ドを開けてください。 



3 燃焼筒を納めている包装 
^ 材は、燃焼筒をしっか D 
おごえなび5右図のイラ 
ストのミシン目にそつて 
切0取って < ださし、。 



巧装巧 
(ダンボール） 


1 

S シン回 

巧巧巧 




獲 

皆 


お願い 


包装巧を切り取る際、手前へ持ち上げるようにして、 
天板等に手をぶつけないようにを意し、手袋等を使巧 
してぐださい。 


4 包装材を左ちに掘げるよ 
ラにして取りのぞいて< 
ださい。 


ち反が板固定用のテープを取りはずしてください: 



燃料 




夕;燃料は灯油 （ J 旧1号な油）を必ず使巧してください。 
義変質巧油、不純巧油は絶巧に使用しないでください。 


★ガソリン使用禁止 


Alai® I ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださい。 
' か置のミ居入でを、义災の原因になりまず。 



(§) 

ガソ U ン禁止 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことがじかったとさ 
はあねてずに、緊急消义ボタンを押して消乂して<ださい。 
•変質打油(持ち越した巧巧など)、不純のミま(阿油むがの油•か’ 
ごみび湿入した阿油など）は、絶巧に使用しなし、でください。 
異常燃焼や故障の原因にな D ます。 

•市販されている巧燃剤（添加剤）は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


(み灯油の保管のしかた 
•'灯油は必ず义気、雨水、ごみ、高温および直射 
曰光を避けた場所に保管してください。 

•な油の容器は専用のされいな容器を 
使用してください。また巧油容器は 
必ず J 旧認定品で色つをの灯油専用 
容器を使用してください。 

• 打油の容器内のに[油びかなし化温度変化に 
よ D 結露して水びたまることびあります。 

• ドラム宙などで、長期間大量に保管し 
ないで < ださい。 


0 

禁止 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を收をかけます 
(乂の気のない巧でおこなつてください。） 

〇 口油 

X ガソ U ン 

奔赞 

濡れたままでず。 

成な 

すぐに乾いてしまいまず 。 J 



I おデ様の手のとどかない所に保管してください。 


良い保管 


直射日光、雨水び当たらず、 
火気のなし)冷暗巧へ保管 



悪い保管 


直前日光、雨水の当たるベ 
ランダなど、室がのな管 



C 変質'灯油とは） 

•ちい巧油。（ひと夏持ち越した打油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した巧油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した巧油は変寶しやすい。 
• 変寶のひどいちのは黄色ほをおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐためな油は翌シーズンに持 
ち越さないようにしてください。 


か 


C 不純な油とは 



使巧禁止 


な油 iu がの油（ガソリン、シンナー、天 
ぶら油、機械油、重油など）がほんの少 
しでち混入した巧油。 

水やごみが混入した巧油。 



0 

使用禁止 









燃焼筒をセツトずる 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセツトしてくださ 

い。 ( S ; 丽鄙 . I 

I 則;な r !; が!!： I 


2 燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正 
しくセツトされているか確かめてください。 



つガードを、もとの位置に閉じてください C 


乾電池を取り付ける 


I 乾電池は別売です。 

I 巿版の単二お乾電池 （4 個）を購入の上、本体後側の電池 
ケースに、©©を正しく合わせて入れてください。 



I 新しぃ乾電池とちぃ乾輩池、種類の違ラ乾電池を混ぜて 
使用し ますと、 点乂でさなかったり、点火しにくくなっ 
たむ、 液漏れゃ破麗する原因になりまず。 

. -お願い- N 

聲品の輸送中にをじたが筒(ガラス）の破損、燃焼筒の変 
お、ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べて < ださい。 


変質灯油-不純な油の見分けかた 


ッフにかを入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管期間び短く、かと同じお色透 少、しでも色びっいていた5使用しない。•紫が線で灯油び劣化した時は、巧 
明なら正常。 、 油が変色しに<<見分けかたび難 

グー T - 1 . 了 - n 一—^ しくな。ます。 

^ソ f つ 飞 ひと夏持ち越した阿油は無色透明で 

Pi I NJ も絶规こ使用しないでくだごい。 

使用禁止 


巧質な油や不純なミ由を使用すると 


万一を質な油や不純な油を使つたとをの化置のしかた 


’を質な油や不純な油を使用しますと、しんにを 
まのタールがたまり、しんの先端び固くなった 
り、点义しにくくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、がが大きくな5なくなったり、熱 
しいにおいがしたりしまず。 

ま/■こ、濃ぶ既^ 

0ます。 

I フで资 S 又した巧油を使用しますと、しんび上下 
しにくくなったり、油タンクに灯油び残ってい 
てを炎びルさくなり、異常燃焼を起こして激し 
いにおいがしたり、义が消えたりします。 

I ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのび 
混入した灯油を使用しますと、义災の原因にな 
D ます。 



1 油タンクや油受けざ5内の悪い巧油を抜き取 
■ D 、良質の灯油で內部を2〜3回洗淨してから 

良質の巧ミ由に入れ替えてください。（悪い灯油 
び残っていると再発します。） 

n 14 ぺージ[5119 I しんの手入れをずる1を 
< 見て、しんの先端の固くなっている部分を、 
ラジオペンチなどで軽くつぶしてから、から 
焼きクリー ニン グをおこなって<ださい。（水 
が’を置に混入した場含は、しんを取り替えて 
<ださい。） 

3 しんの手入れをおこなっても効果のないとを 
や、かびを量に混入している場合は、しんを 
取り替えてください。 

しんのお替えは、販売店までお問い合わせく 
ださい。 


--お願し、- 

変質な油やず純灯■油が原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でち有料修理となりまず。 








使巧前の準備 


•ストーブを使用するとをは、とをどさ油量計を見て、灯油びあるかどラか確認し、'な油がなくなる前に給油してください。 
•給油のめやすは、巧油びミを量計の下部（ち図参照）まで減りました S 消ルして、給油してください。 

油量計 


な油 I 

の位置 I 


1 油タンクを取り出ず。 ,,給;由口 . 

•油タンクを取り出し、給油□口 P 气 

金を、左「〇」に回して取 D Alfr 夕方1 ^ ^ 

はずしてくださし、。 1 ;一一-グ^^^ 

•給油□口金を取りはずす前に、 ' 避 

先端の弁部を巧すと、給油ロロ づ, 

金び開けやすくなります。 二———一-^ 

2 油堇計を見なが5給油ずる。 ’ ‘ 

•市販の給油ポンプの先端をジャパラの手前まで差し込んで、油蠢計を見ながら 
給油してください。（ホースび抜けないようにを意しなび5給油してくだごい。） 
•灯油は、油置計のほぼ上部（ち図の如給油位置）まで給油して<ださい。 

入れ週ぎますと、あ证れ出ることびちりますので充分に注意してください。 

/-お願い- 

•油タンクの中にあるにぼれま性 J の弁び、給油口のおくまで上びって 
いるときは、弁を下へ巧し下げてください。 

•油タンクの中にある「こぼれま栓 J は、給油□□金びはずれたときに、 

油漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 

3 給油□□金をち 「 OJ に回して、しっかり締める。 


こぼれま检 
\お/ 



給油□□金 



Wiimnfiii'l 


•油タンクからミ由び漏れる状態で使用しないでください。 i IP I I 

乂災のおそれびあります。 ' I '''’ •' 

•同時にを数の油タンクに給油する場合は、類似している給油 JC ^ - - . バ 

□ □金びありますので、間違えないようにしてください。 ((1^ I ^ S ： 

油び出なくなったり、故障の原因にな0ます。 pteg mUUl 

•'な油容器の成たち、しっかり締めておいてください。 

• rh 3 i-^j 〔本機の給油□□金〕 

4こぼれたな油はよくふを取る。 /, U 1 U 

•こぼれた巧油は必ずきれいにふき取ってください。危険ですし、グぶ!^^/ /^44 k 

燃焼中に臭気を発生する原因にをなりまず。 い jV i ♦ P バ 1 ' 

5 油タンクをセットする。 I 凹： ill 

•油タンクを、本体に正しく、ゆっくりとセットしてください。 I ’ 

-お願い- 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用ずる場合 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）のなかには、「こぼれま拾」と干渉して、次のよラな不具合状態にな D 、 
正しく給油できないをのがあります。 

〔不具合〕1スイッチを入れると、ずぐに停止してしまラ。 

(処置） •油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 

•ポンプの乾電池の消詩度を確かめる。消窝していれば交換する。 

2自動停止しない。な油びあふれてしまラ。 

(の置） ■ポンプの取搬説明書にしたびって、固定具の位置を調整する。 

•上記の姐置をしてち正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプなど）を使用 
して、正しく給油してください。 


給油のしかた 
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使いかた 


点义前の確認 


•ストー■ブの上方や同囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物があると义がのおそれびあります。 
•ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


燃焼筒のセツトを確認ずる 


点乂操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器 
にセツ h されているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜 
3回動かして、スムースに動くことを確認してください。 


点火のしかた 

•初めてお使いになるとをは、点乂後、器具に付着している 
ほこりや油び焼けるにおいびしまずび、しばらくお使いい 
ただければにおいはな<な0ます。 

•点火後しばらくの間は、炎び安定せず、「ポッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくすると 
がび安定し、音びしなくなります。 


巧震自動消义装置のセット 


しん調節つまみを r 燃焼 J の方向 （ 〇 ) にゆつくり止まるまで回 
しますと、巧震自動消火装置は自動的にセットされます。巧震自 
動消火装置びセットでさない場合は、一旦しん調節つまみを 「緊急 
消火位置」(消义装置 セツト) のち向 （ 〇) へ回してください。 


ぐ -お願い- 

•使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ（か6 
焼きクリーニング）をしたときは、給油後約1己 
分 L ソ上待って、しんに充分な灯油が吸い上げられ 
てか5点义してください。巧分に吸い上げ5れ 
ていない状態で扁义しますと、しんを傷めます。 
•新しい乾電池を入れてち、しんに巧れもないの 
に点义しにくい場含は、11ぺージ「しんの修 
正」を参照して直してください。 


電池点乂のしかた 


しん 調節つ まみを「点乂」の方向へゆっ < り回す。 

• しん調節つまみの目印を「点火 J m 

の方向（〇)にゆっくり完全 ふ^，， 

に止まるぎで回してください。••:な?ザ 
C しんび上げ口点火します。） 

•点火操作の途中で「ピィー」と 
言ラな輩音びしますが、しん調 / 

節つまみはそのまま止まるまで回して<ださい。 

•しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう嗎合 
は、一旦、しん調節つまみを r 緊急消火位置」（消 
乂装暫セット）のち巧 C 〇 ) へ回してください。 
回せない場合や硬い榻合は、しんにタールがつい 
ています。しんの手入れ（から焼きク1」一ニング） 
または、新しいしんと交換してください。 

义が着いたことを確認ずる。 

•火が猜いたことを確認したら、手をしん調節つま 
みからゆっ<りはなしてください。 

• 火び着いた後をしん調節つまみを回しきったままで 
ずと、乾輩池の消耗び早くなりまず。またカーボン 
び付着して、点火しにく<なる原因になりまず。 

点义しにくい場合は 

•点火プラグ付近から白煙が出て点乂しにくい場を 
は、しん調節つまみをかし戾してか5、再び「点 
义 J の方向に、ゆっくり止まるまで回すと点火し 
やず < なります。 

• しんに夕ールやカーボンがが着したり、点义プラ 
グが巧れてくると、点义しにく<なりまず。^し 
んの手入れ、点乂プラグの掃除をおこなって<だ 
さい。（11、14ページ参照） 

• 乾電池の電圧び不充分で点火しにくい場合は、新 
しい乾電池〔単二お乾電池4個〕をご購入のラえ 
交換してご使用ください。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作歡燃焼筒っま5;^枕ち 

に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 

くしん調節器にセットされている 

か、しんの上にのっていないかを 

必ず確かめてください。 


電池点义が使えないとき 


1しん調節つまみを r 点义 J — 巨 E 口 

の方向へゆっくり回ず。 -g / 

しん調節つまみの目印を「点 

乂」の方向（〇)に、ゆっヴ•"ぶ^ 

くり完全に止まるまで回して/ 

<ださい。 ^ 

2マッチや市販の点火用ラ：, 
イターで点义ずる。 1 I 

•ガードを開けて、燃焼筒つ i I 
まみをちか左に動かしてかが^^"^"^ 

5、持ち上げ、マッチや巿 

販の点火用ライターなどを 1 ~~~^ 

使ってしんに火を着けて< 

ださい。 

• たばこ用のライターで点火しないでください。 
•マッチで点乂した場合は、マッチの燃えかすをし 
んイ寸近や器具內に落としたり、置台の上に置かな 
し、 でぐださい。 

事故や乂おの原因になります。 

3燃焼筒のセットを確認ずる。 

• 火び着いたことを確認したら、 ^ nTTm ^ 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3 
回動かし、燃焼筒び正しくし 胃 

ん調節器にセットされている 
か、しんの上にのっていなり 
かを必ず確かめてください。 

ガードを閉じてくださし、。 

•マッチや点火用ライターで点火したとさは、火び 
着いたことを確認したら、しん調節つまみをかし 
だけ（点火した火が消えない程度に）ミ肖火の方向に 
回してみて、引っかかりびな<スムースにしんが 
下げられることを禮認してから、ちラー度しんを 
上げて使用してください。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃 
焼筒を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点 
义操作を始めか5や0直して < ださい。 





使いかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 


がの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 


I しん調節つまみを回して炎を調節するとをは、 


のイラストをよく見て、必ず正常燃焼状態で使用してくださし、 


正常燃焼のとさのがの長さは、燃焼筒の上部よ D 約 1 〜 3cm です 


1 〜 3cm 


しんの上げずぎ 


(炎び大きくのびている) 


すすや一酸化炭素びをく発生する 



しんの下げすざ 


(燃焼筒び充分にホ熱しない) 


におし)や一酸化炭素びをく発生する 


■炎の大きさは上図のよラに、正常燃焼げ態で使用してください。 

•点火被3分程で燃焼筒が徐々に赤熱しまず。已分程で燃焼筒全体びホ熱します。 

•点火2〜3分後、炎び立上がってきたとを、燃焼筒つまみを持って燃お筒を左ちに2〜3回 
動かしますと、炎び早くを定します 

•がび安定した5、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節してください。 


乂力を弱くずる場合の注意 


•乂力を弱くした場合でを、燃焼筒全体が充分にホ熱しており、燃焼筒のやに黄乂び出ない状態で使用してください。 
•あま D 乂力を弱くしすぎるとにおいや一酸化炭素びをく発生し、しんにタールび付着しやすくなります。 

•炎の大ささは、使巧時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってくることびあります。 
しんをいっぱいに上げても炎び大きくならないときは、14ぺージ I 巧管] 9 I しんの手入れをする I の項を参照して、 
んの手入れをしてください。 

♦変質灯油や不純な油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったとをは、がが去さくならない 
ととをに、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、14ぺージ n 呆管 I 9 [ L んの手入れぞず玄1の項を参照 
して、しんのを入れをしてください。 



消火のしかた 


通常の消义の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消火位置」まで、ゆっくりと回す。 

• しん調節つまみを「消义」の方向「〇」へ r ニオイセーブ消乂位置」までゆっく 
り止まるまで回してくだごい。（速く回ずとにおいび出やずくなります。） 

消义を確認する。 

•においをかなくするため、3〜己分程燃焼（がび一部残る）して消乂します。 

• しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消义位置」にあり、乂び消えたことを 
必ず確認して < ださい。 


緊急の消义の場合 


雜緊急消乂ボタンを押ず。 

•急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん！»つまみの目印び r 緊急消义位置」にあり、乂が消えたことを必前羁 S してください。 

•緊急消义ボタンを巧しても、しんが下がらず消义できない場合は、しん調節つまみを 
強く左方向（〇)に回して、しんを下げてください。 

それでをしんび下が5ない場合は、油タンクを取り出し、义が消えるまで燃やしをってくだごい。 

•時間に余裕がない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯 (200m£ 程度)の水 
をかけて消火してください。 

水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあ日ます。あわててヤケドをしないよ 
うに、手袋をはめるか、手にタオルをきくなどしてか5おこなってください。また、あとで 
油受けざら巧の水の入った：な油を旅き、しん交換び必要です。__ 

• しんが下びらない原因は、しんにタールびたまっていたり、水を含んでいることびあります 
ので、14ぺージ M 呆管1 9 んの手入れをする]を参照し、しんの手入れをおこなラか、新 
しいしんに交換してくださし、。 


RAW 义也 ■ 0 



































消乂後再点乂ずるとをのま意 


ミ肖义を、約已分間は再点义しないでください。燃焼奇だ冷えないうちにしんを上げると、生ガスび発ちし、激しい臭気がでたり、点义しないことびあります。 


巧震自動消火装置 


•対度自動消义装置は、ストーブ本がげ地震（漂度約 51 U 上）や強い振動、衝擊を受けたとを、义災などの危険を巧ぐた 
めに自動的に消乂させるを全装置です。 

•地屢によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど 
異常がないことを確認した後、再点乂してください。 


巧愛自動消义装置の取扱い上のを意 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消乂してください。消乂の郁度に巧震自動消火装置を作動させますと、臭 
気び発生します。 

•ス I -ーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとさなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火ボタンを押し 
て巧震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ス I -ーブを長い間使巧しないとをは、対震自動消乂装置を作動させて、しんを完全に下げた状態にしておいてくださ 
し)。セットしたまま放置しますと、対震自動消义装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•ふさこぼれやすい牛孰-鍋物の煮たを（保温）などに、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんにタールが付蒼して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くな D 、 巧駕自動消义装置び作 
動しても消火性能び善しく悪くなり、乂がの原因にな D ます。 


点検-手入れ 


点検-手入れのしかた 


点横-手入れをおこなうときは 


’ストーブを消义し、本巧の温度が巧分に下がつてからおこなつてください。 
’手をけがしないように手袋をはめておこなつてください。 

I 巧誤自動消火装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

’必ず乾電池を、里池ケースから巧りはずしてか5おこなつてください。 


I II I III 


由こぼれ 
由たま0 
由にじみ 



か筒 
(ガラス） 


•油タンク、巧受けざら、置台の表面に、油がこ 
ぼれたり、たまったり、にじんでいませんか。 
[乂がの原因にな0まず] 


•油漏れはありませんか。 
[火災の原因になります] 


•欠けた0、割れた0していませんか。 
[異常燃焼の原因になります] 



1箇月に1回 m 上 


点お箇所 
ほこ D 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内筒 
下部） 


巧展自動 
消火装置 


• こぼれたり、たまったり、にじんだ ’’ 

油はされいにふを取ってください。^ 

•油タンクの給油 □ 口金の、弁部 
などにはさまっているごみなど 
_を、取0除いてください。_ 

•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お質 
上げの販売店に修理を依頼してください。 


•お買上げの販売店に相談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換して < ださい。 


_ 処窗方法 

■ 13、14ページの h 呆管（長期間使用しない場台)] 
の 1 〜 5 項を参照して本体 
を取りはずし、置台と油 
受けざ5の隙間（特にしん 
案内簡の下部）のほこり、 

ごみなどを取り除いてくが ^-三を^克^‘ 
ださい。電気掃除機で吸ぶ一^^^^^"^ 

し、取るのを効果的です。 


I しん調部つまみを回してしんを上げてから.置•しん調節つまみの目印び r 緊急消乂位置 J に戻らな 
台をゆすると、巧震自動消乂装置び作動し、そい場合は、しん、感霖部の項の点検をしてくださ 
のときしんが下びり、しん調節つまみの目印!びし、 

r 緊急消义 <な置」に戻りますか。 •販売店に修理を依頼してください。 

[確実に消乂することを確認] 


点検 巧容 _ 

•反射板や置台にほこりびたまつていませんか。 
前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこん 
でいませんか。 

[異常燃焼や乂災の原因にな D まず] 












点検.手入れ 


点検-手入れのしかた 


2箇月に1回む上 


_な巧圈所 _ 点検の容 

乾電池 •点义プラグのスパーク音は、「ピイー」と鳴 D 

ますか。[乾電池の聖圧（消耗）点横]_ 

燃焼筒 •燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着し 

ていませんか。[異常燃焼の原因にな0ます。] 

しん •しんの先端にタールが付着して、固くなつてい 

ませんか。 

( しんに夕ールが付着していると、巧のような 
不具合び発生しまず。_ 

•消火操作をしても、しんび下びらず、消火 
しない。 

•しん上下の操作び重く、スムースにでをな 
い。 

•点义操作をしてを、点乂しない。 

•燃焼筒びホ熱しなかったり、燃焼中ににお 
いがする。 


_ 処置方ミ去 

•音びかすれる場合は、聖圧び下がっていまず。 

_新しい乾單池に交換してください。_ 

•ブラシなどを使って、燃えかずや、すすを取 D 除 
さ、されいに掃除して<ださい。 

•夕ールび付着している場合は、14ぺージ T 保管 
9 I しんの手入れをずる I に従ってしんの手入れを 
おこなつて < ださい。 


-お願い- 

I しんの手入れは、風びあたる場所ではおこな 
わないでください。 

I しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋 
の換気をしてください。 

I しんの手入れをおこなつてを効果のない場合 
は、新しいしんに交換してくだごい。 


感巧部 


!点义ブラグ 


•感駕部にごみの付着 
や鐘はあ0ませんか。 


巧護自動消火装置が 
正し<作動しません 



‘ごみやほこりは、やわらかい布できれいにふさ取 
つて < ださし、。 

1鐘び多墨に発生している場合は、お買上げの販壳 
店に修理を依頼して<ださい。 


•点乂プラグび、力ーボンやタールでミちれていま•点火プラグび巧れているとさは、本ページにがつ 
せんか。 て点乂プラグの掃除をしてください。 

•馬乂プラグびしんにくい込んでいませんか。 •点乂フラグびしんにくい込んでいるときは、本ぺ 

[点乂不良の原因になります] -ジの I しんの修正]をしてください。 


-点义プラグの掃除- 

•ガードを開さ、燃焼筒を取り出してか5、マイナスドライバーなどで、点火プラグの嬰極 
や碍子部分に付着した巧れを取り除いて<ださい。 

•掃除び終わりましたら、元どおりにしん調整器に燃焼商をのせ、ガードを閉じ、乾題池を 
取りがけて正背に点火ずるかどうか確認してください。 

•点火しにくかった D 、 点火しない場合は、 I しんの修正 I をするか、ちラー度されいに掃隙し 
直してください。巧、しんの手入れ（から焼きクリーニング）をおこなうと、点火プラグ 
に付着した巧れび取れやすくなります。 （14 ぺージ I 保管 I 9 I しんあ手入れをす言1参照） 


‘この部分を掃除する 




-しんの修正- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近 < のしんの側面を内側に、割り害 
などで屬く押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

•一度しんを下げてか日燃焼筒をのせ、点火してください。 

しんと点义プラグの 
間をみし離ず 


しんから離れている 


しんに接触している 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回） 

I 長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要でず。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買上げ店、また 
は、修理資格者[(財）日本石油燃焼機器な守協会订 EL 03-34 日 9-2928) でおこなう技術管理講習会修了者(石油 
機器技術管理±)など]のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 



故 • 異吊の見分けかたと処置方法- 修理を依頼される前に- 
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S . 

処置方法 


しんの出過ぎ。 



〇 


因 

■ 

■ 




しんを下げて、がを調節する。 


しんの出び少ない。 

日 

日 

■ 

■ 

B 

1 

1 


〇 


しんの高さを調節ずる。 

新しいしんと交換ずる。 

し 

ん 

しんにかを含んでいる。又は油受け 
ザら内に水が入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しん調節器か5しんをはずしてよく 
乾燥してからしん調節器に取り付け 
る。油受けざら内の水を巧く。 


しんにタールがついている。 

1 

1 

1 

〇 

〇 

1 

1 

1 

〇 

1 

しんの手入れをずる。または、新し 
いしんと交換ずる。 

ミ由受けざ5、ミ由タンク内の巧油を正 
常な: a 油に交換する。 


燃焼筒がしんの上にのっている。 



0 


〇 

〇 

〇 

1 

1 

1 

点义してからおず燃焼筒つまみを持 
つてちちし吕〜3回動かず。 

燃 

焼 

燃焼筒のをお。 

1 

1 

B 

1 

B 

B 

1 

1 



內災筒、がが筒がをおしていないか 
を確かめる。（変形している場合は 
販壳店に連おする） 

筒 

しん調節器と燃焼筒との間にすき間 
がある。 

1 

1 

S 

1 

S 

S 

1 

1 



しん調節器の上面にタールびついて 
いないか。又は燃焼筒下部にす揃い 
がないかを調べる。 


が筒（ガラス）にひびや割れげある。 

■ 

■ 

因 

■ 



■ 

■ 

■ 


外筒（ガラス）を交換ずる。 

燃 

な油が変質している。（巧れた油やポリ 
容器で1年間持ち越したミかなど） 

目 

目 

1 

日 

S 

1 

日 

日 

〇 


しんに夕ールがつく原因となるので 
正常なな油に交換ずる。 

料 

な油が水やごみを含んでいる。 

因 

因 

■ 




〇 

〇 

〇 

■ 

正常な打油に巧換する。 

給 
ミ由 
□ 

□ 

金 

給油□□金が間違っている。 

〇 

〇 









給油ロロ金を正しいものに取り換え 
る。 （7 ぺージ参照） 

乾 

巧 

地 

乾單池が消耗している。 

〇 










新しい乾聖池に交換する。 

正しく入れていない。 

〇 









〇 

正しく入れ直す。 

点 

义 

点义装置のコードがはずれている。 

日 

1 

1 

1 


1 

1 

1 

■ 

■ 

コードびはずれていると重は正しく差 
し込む。その他は販売店に連絡する。 

点义装置がショート(短絡）している。 

〇 





1 

1 

1 

1 

日 

シヨートしないよラに直す。 

不日月のとをは販売店に連絡する。 

装 

置 

点义プラグの電極げ正常でない。 

〇 










点义プラグが破損していないか確かめる。 
(破損してし巧場合は販売店に連隨ずる） 

点义ブラグがしんにくい込ん出いる。 

点火プラグが巧れている。 

〇 










しんを修正ずる。 

点火プラグを掃除ずる。 （11 ページ参照） 

置 

\ 

製品内部に、ほこり、ごみがたまっ 
ている。 

1 

1 

日 

1 







製品内部を掃除ずる。 

(10、11ページ参目目） 


•この表むがの不具合びあるとさや、処置方法により処置をしてを良くならないとさは、使巧を中止し、お買上げの販売 


店にご相談ください。 


ホ_寻ス f •巧 
















































部品交換のしかた 



しんなどの交換部品は、必ずトヨストーブ純正部品（指定部品）を巧用してください。 
純正部品を使用しないと、ス I ブの性能を損なラばかりでなく、故障やず想しない 
事がび発生ずるおそれがあ日ます。 


I 替えしん、外筒（ガラス）、燃焼筒などの交換部品び必室な場合は、お賣求めの販売店にご相談ください。 

I 部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窗'口一巧 I までお問い合わせください。 


〇 


部品交換のときのま意 


I ご自分で部品交換される場合は、下記の頂目を守り、やけどや感電、けがなどしないよう注意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、ストープは消火し、温度び充分下びるまで待ってください。 

③感電しないよラに、乾電池は必ず電池ケースから取りはずしてください。 

③手をけびしないように、手袋をはめてください。 

I 不完全な修理はを険です。お買上げの販売店か、（財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会修了を 
(石油機器技術营理±)などのいる販売店で修理依頼をれることをおすすめしまず。 



点义装置は、点义時に高要圧が発生します。点乂プラグに不用意にさわ S ないで<だ 
さい。感電のおそれがあります。 

掃除•点検-お手入れをするときは、必ず電池ケースから乾電池を取りはずしてから 
おこなつてください。 


A 

感電ま意 


しんの交換のしかた 


トヨス I フ純正適合しん しんの交換方法.ま意内容は、 

トヨ耐熱しん第29種 T 商品〕ード11027807 I 耐熱しんに添付されている取 


扱説明書をお読み<ださい。 


J に適合検査合格品はこのマークが貼 
つて あ D ます。マークのをおは、白 
地にホインクで表示ご打ています。 


燃焼筒の交換のしかた 


楠合がが簡 1前 お-!—ド ll ?75 mR I 燃焼筒の巧が筒■がが筒などが変形した摇合や、が筒（ガラス）び割れた 0 した場合は、 お 買 
--まめの販売店' または別祇の み、客様相談おロー巧] までお問い合むせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


■点火プラグを交換するときは、お買し诚めの販売店または、別紙の I お客様相談窓 □— H I までお問い I 


乾電池の交換のしかた 


• 日ぺージ I 乾巧池を取り f 巧テる1 を参照して、必ず4個とを市販の新しい乾潭池〔単二お乾單池〕に交換してくださし、。 
•おりはずした古い乾電池は、表ちしてある使用推奨期限内は、里池能力び残っていれば他の製品に使用できますので、 
再利用されることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場合) 


1 油タンク內のな油を巧を 
取る。 

ス I -ーブから油タンクを取0 
出し、市販の給油ポンプ（手 
動式）で、油タンク内の好油 
を扳さ取ってください。 
•わずかに残った灯油は、油タン 
クに給ミ由□口金を取り付け、油 
受けを本体の中か日取り出して 
給;'由□口金に巧し当て、油タン 
クを上下にゆすって振いてくだ 
さい。 

2電池ケースか5乾電池を、取 
り出して < ださい。 


S 


ス「緊急消义ボタン J を巧して、消义装 
W 置を作動させてから、ガードを開いて、 
燃焼筒を取り出してください。 




心〇 






A 「しん調節つまみ」を 

引さおいてください。 


品0ろ■心 















保管（長期間使用しない場合) 



本がの両側面と背面にある 
止めねじ3本を、左にねじ 
って取りはずします。本体 
を前方に傾けなびら、ゆっ 
くりと上方に持ち上げて取 
りはずしてください。 

油受けざら巧の口油を抜さ取る。 

油费けを取り出してから、油受けざ5 
巧の巧油を市販の給油ポンプ(手動式） 

で抜さ取ってくださし、。 

•油タンク、油受けざらに水やごみ 
び残ったまま保管ずると、謂や巧 
あさの原因になります。されいな 
灯油ですすぎ洗いをしてください。残った巧油は、 
布切れなどで吸い取って < ださし、。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器 
の上に正しくのせてください。 

打油を巧いた油タンクを本体にセツトしまず。 

iJTu を手入れをずる。（から焼きクリーニシタ T 
通常使用時にしんび下びらなくなったときにを行って 
くだごい。 



-お願い- 

• しんの手入れは、風があたる場巧ではおこなわない 
で < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気 
をおこなって<ださい。 


I しんの先端び固くなつているとを 
は、ラジオペンチなどで固い部分 
を軽<つぶしてからおこなつてく 
ださい。 



①通常の点乂操作をして、正しく燃焼させてください。 
⑤乂力びルさくなったら、しんを一杯に上げて自が 
に消火ずるまで燃やしさって<ださい。 

10電池ヶースか6乾電池を取りはずず。 

^ -お願い- N 

•乾聖池を取り付けたまま保营ずると液漏れしてスト 
ーブを腐食をせることびありまず。 


11対露自動消义装置を作動させる。 

巧震自動消乂装置を作動させ、しんを下げたが態に 
して < ださし、 

12点検、掃除をずる。 

①10、 I ] ぺージの I 点検-手入れのしかた I の 
項目にしたがって、点検、手入れ、掃除をしてく 
ださい。 

③ス I -ーブの各部品は、よく掃賺して、いたんでい 
るちのは新しいちのに交換して<ださい。 

③ス I -ーブの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾 
いた巧で水気を取り除いてください。 

13収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管して<だ 
さい。 

「取扱説明書」や「保証害」をちれずに大切に保管 

してください。 

/- お願い - N 

•高湿を湿、直射日光の当たる場即こは、保管しない 
で < ださい。 

錯び出たり、樹脂部品び変おずる原因になりまず。 

•油タンクは打油を巧を、本体にセットして巧管して 
ぐださい。 


•打油は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない（使いきる）ようにしてください。 

•取りはずした乾蟹池は表示してある使用推奨期限内は電池能力び残っていれば他の製品に使用でをますので、再利用 
されることをおすすめします。 


廃棄ずるとき 


13、14ぺージ nr 呆管（長期間使用しない場合)1 の1 
ら乾電池を取りはずして廃棄してください。 


-6 項を参照して、油タンク巧のな油を抜さ取り、電池ケースか 


仕様 


f 型式の呼び 

RS - D 298 E ' 

種 類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

がお寸を 
(置台を含む） 

高さ 

446 mm 

しん式-放射お 

幅 

422 mm 

点火方式 

電地点义[単二形乾電池4個-別売] 

奥行 

330 mm 

賛 量 

約 6.6 k 臣 

しん 

種 類 

普通筒しん 

使用燃料 

灯油 （ JISl 号） 

トヨ耐熱しん第吕日種 

燃料消費置 

0.27白し /h 

呼び 
づ■ま 

巧径 

6己 mm 

暖房出力 

吕.日 7 kW 

厚さ 

2.日 mm 

油タンク容墨 

3.6 L 

瞄上里 

吕日日％ 

I 燃焼継続時間 

約] 2.日時間 

巧を装置 

対震自動消火装置(しん降下式 ） J 


5 


6 


89 


14 






アフターサービス 


保証について ____ 


•添巧しておりまずな証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずのでお夏け取りください。記載の容をご確認の 
うえ大切に巧管してください。 

女保証期間は、お賈上げの曰より1年間でず。 

. -お願い- S 

つぎのよラな原因による故障および事故につさましては、保証の対象となりませんのでごを意ください。 

(1) 変質む油や不純灯油など、また丹油拟外の燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品しソ外のをのを使巧したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾麗池の題圧不足による故障。 

(4) 消耗部品（乾電池、しん、点乂ヒーターなど）の故障。 

(己）この取扱説日月書や、を意書、ラベル類による指お、危険 ■ 酱告-ミ主意-お願い事項び守られず、誤った使い方をされ 
た場をの故障や事故。 

•その他詳細なな証内容については、保記書の記載内容をご酱<ださい。 


修理を依頼するとき 


• 「故障-異常の見分けかたと処置方法」 （1 2ページ）に従って、お調べください。 

直らないときは、ご使用をや止し、必ずお買上げの販売店にご連絡<ださい。 

• ご連絡いただをたい內容は次の通0でず。 

①品名…石油ス I -ーブ（自然通気お開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び.. . RS - D 2 日日 E 
③お買上げ年月曰 

理)故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、輩話番号 

•修理に隙しましては、保 I 正書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 
• 保証期間び過ぎていてを、修理すれば使用できる場合口ま、ご希望により有料で修理させていただきます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


へ 修埋•引越しなどで、ストーブを運搬される場台は、電池ケースから乾電池を取りは 

ミ主胃 ずして、ミ由タンクを抜を、ミ由受けざらの灯油を必ずいて<ださい。 

運搬の途中に丹油がこぼれ、周囲を巧ずおそれがありまず。 


〇 


補修用性能部品について 


•石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
•補修巧性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部記です。 


消豬-劣化ずる部品 


•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、口金、油受け、点义ヒーター 
•を質む油、不純な油の使用で第化しやずい部品…しん、房义ヒーター 


が障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわからない場合は、お買上げの販売店、または、ちよりの r おを様相談窓口~ぉ1 (別紙参照) 
までお問い合わせくださし、。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


RS-D298E 


お買上げ年月日 


お買上げ店名 


(電話番号） （ 


株式会社 H 3 K = 

社 名古屋市瑞穂区桃園町已番17号 
干 467-08 已己 TEL く〇已2〉822-1 ] 44 
FAX 〈0己み 822-2742 








